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発達臨床心理セミナー 2015
「子どもが青年になるプロセスを考える」
2015 年 10 月18 日（日）13:00 ～ 16:30
　2015年10月18日（日）に、発達臨床心理セミナー
2015を開催した。昨年度まで、発達臨床学科教員を
中心に、年数回の「生活の中のカウンセリング」を
実施していたが、複数の講師の話を同じ日に
聞き、また、講師間の討論によってより深く学ぶ
ことを目的として、新しい形のセミナーを企画
することになった。この形式での初回となる今年
度は、「子どもが青年になるプロセスを考える」を
テーマとして、３人の講師の講演を行った。
　まず講演Ⅰは「大学における発達障害学生
支援―現状と将来」というタイトルで、立命館
大学大学院応用人間科学研究科　齋藤　清二
教授にご講演をいただいた。齋藤先生は、長く
大学の保健管理センターの医師として、発達
障害の学生の支援を実践して来られた方で、
支援の中では、学生自身が自らの物語を語れるよ
うになることを見守る「ナラティブアプローチ」
という方法を実施なさっている。学生の中には、
大学に入学するまで、自らの発達障害について、
適切な形で教員や専門家から指摘されておらず、
必要な援助を受けていないものも少なくない。
このような学生の中には自己評価が低い者も
多く、問題が複雑になっていることが指摘され
た。社会に出ていくことを準備するにあたり、
発達障害を理解した大人とのコミュニケーションの
重要さも強調された。参加者の中には、保育園、
幼稚園勤務など、子ども時代の発達障害に日々
向き合っている方が多く、高校生、大学生、
成人と成長するにつれてどのような課題があるの
かがわかって参考になったという意見が多く聞か
れた。子ども時代から子どもの話をどう「聴く」
か考えさせられたという意見もあった。
　講 演 Ⅱ は 、山 梨 大 学 大 学 院 教 育 学 研 究 科
藤田　博康　教授に「子どもの成長における
家族関係の影響」についてお話しいただいた。
藤田先生は、長年、離婚家庭に育つ子どもの
援助を実践なさっており、その豊富な臨床経験
から、事例をまじえてご講演いただいた。
子 ど も は 家 庭 の 影響を受けるが、同時に、
家族以外の大人からの日常生活上の何気ない
言葉かけが力になることが多いことも指摘された。
子どもの語り（ナラティブ）に耳を傾けること
の重要性も強調された。参加者からは、保育や
教育の現場で、離婚家庭や葛藤を抱えた家族に
接する場合がしばしばあること、子どもの語り
を聴くには、その前提としての信頼関係が重要
だと考えさせられたなどの声が挙げられた。
また、語りの苦手な思春期年代にも根気強く
関わる必要があること、子どもにとって語りやすい
大人であること、相手を大事に思っているという
メッセージを発信することの重要さに気付いた
という意見も聞かれた。
　講演Ⅲは、西園が「摂食障害のこころと身体」と
いうタイトルで講演した。この中で、摂食障害の
きっかけは、単なるダイエットだけではなく、
気持ちを言語化することの困難さ、家族全体の
コミュニケーションがうまく行っていないこと
などの心理的問題があることを指摘した。食物が
容易に手に入る社会であり、過食嘔吐などの形で
気分を調節する若者も増えていることも指摘
した。参加者からは、保育園の保護者の中にも
体重が非常に低い方がいたり、食行動に偏りの
見られる子どもも多く、食は大きな問題であること、
また、心理面に配慮して対応することが重要だと
いうことがわかったという声が寄せられた。
　３人の討論と、参加者との質疑応答ではさま
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ざまな意見が出たが、３つの講演に共通するテーマ
と し て、 本 人 自 身 の 語 り の 重 要 さ、 語 り の
苦手な人にも耳を傾ける姿勢の重要さが浮かび
上がった。子どもが青年になるプロセスにおい
て、自分の語りに真摯に耳を傾けてくれる大人に
出会えるかどうかは重要なことだと思われた。
「子どもに何かをやってあげる」のとは若干異
なる援助の形であり、このような大人のあり方も
注目されて良いだろう。
　また仕事歴 10 年以内の若い世代から 20 年以
上のベテランまで幅広い年齢層の参加があり、
有意義なセミナーであった。参加者が今後の
講座で学びたいテーマとしては、子どもの心理学、
子育ての問題、対人援助をめぐる問題、教育の
問題などが挙げられた。来年度以降も、このような
テーマを中心に発達臨床心理セミナーを企画して
いきたい。
（文責　西園マーハ文）
報
　
告
